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社団法人テレコムサービス協会について

○沿革
平成６年に、（社）特別第二種電気通信事業者協会、全国一般第二種電気通信事業者協会、音声ＶＡＮ振興協議会、

（社）日本情報通信振興協会の４団体が統合し発足。

○事業目的と主な活動
・目 的：電気通信・情報通信関連事業の競争市場における健全な発展を図り、事業全体の発展に寄与し、国民利益

の増進と公共の福祉に資すること
・主な活動：①多様なネットワークサービス事業の創設 ②健全な競争市場の発展

③安全・安心なネットワーク社会の実現

○会員
・全国１１支部に２９０会員が加盟(平成２０年１２月１６日現在）
・電気通信事業（ＶＡＮサービス）、情報サービス事業、ＩＳＰ事業、ＣＡＴＶ事業など
通信回線設備を持たない事業者が中心

平成２０年度「事業実態調査」より

◆営む事業内容（１４０社、複数回答、５％未満略）
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明るく元気の出るICT社会実現に向けたビジョン提言

行政は、ICT分野での高度で、

強力な総合的施策立案機能を
保有している

行政は、ICT分野での高度で、

強力な総合的施策立案機能を
保有している

○ 縦割り行政からの脱皮

多くのプレイヤーが多様なサービ
スを構築し競い合う

多くのプレイヤーが多様なサービ
スを構築し競い合う

○ ネットワークのオープン化推進
○ インフラとサービスの構造分離

地域産業、地場企業が元気地域産業、地場企業が元気

○ ICT活用によるビジネス拡大支援

我が国として
全体最適な公的システムが

構築、運用されている

我が国として
全体最適な公的システムが

構築、運用されている

○ 国レベルの全体最適化

公的インフラの強化

民間企業の活性化

しっかりした業界インフラと風土作りが大切である。
（ICTマインドの醸成と高揚）

しっかりした業界インフラと風土作りが大切である。
（ICTマインドの醸成と高揚）

ベンチャー企業が思いっきり技術、
商品、サービス開発ができ、

グローバルにビジネス展開ができる

ベンチャー企業が思いっきり技術、
商品、サービス開発ができ、

グローバルにビジネス展開ができる

○ グローバル経営の能力保持者の
活躍の場形成

○ 投資家、VCの改革

グローバルビジネス
拡大への基礎固め

我が国の主要ベンダー、キャリアが、
グローバルにビジョン発信を行い、
技術・商品開発力もNO.1である

我が国の主要ベンダー、キャリアが、
グローバルにビジョン発信を行い、
技術・商品開発力もNO.1である

○ グローバルにトップ自らビジョンを
発信しビジネスを具体化する力

技術者がいきいきと働ける業界
である

技術者がいきいきと働ける業界
である

○ 3K/7Kイメージの払拭

○ 運用技術者の雇用促進

世界一のサービス品質が
グローバルに認知される

世界一のサービス品質が
グローバルに認知される

○ サービス品質、顧客満足度の
「見える化」、「可視化」

サービスインフラの強化

２



技術者がいきいきと働ける業界である

● 日々、システム稼働数が増加
● データセンターの新設増加

● システムの高度化から、内容を理解している技術者自身が運用も担当
● 単純な一次運用のできるシステム構築に投資予算が配分されず
● 稼働システムのトラブル増加の一因

● 運用技術者の人材不足が顕著に
● 運用技術者はソフト開発者よりも低位に評価されがち
● ３Ｋ／７Ｋの業界イメージも就業者が伸びない一因

○ 他産業からの余剰人員のシフト
○ 海外技術者の雇用

システム運用の簡易化、高機能化促進システム運用の簡易化、高機能化促進

○ ユーザー企業に対する啓蒙活動
○ システム運用高度化への研究開発促進

システム運用における課題の顕在化システム運用における課題の顕在化

運用技術者の雇用促進運用技術者の雇用促進

業界のイメージアップは他のビジョン実現と一体で業界のイメージアップは他のビジョン実現と一体で

サービスインフラの強化

株式会社日本レジストリサービス資料

「高度IT人材の育成を目指して」

産業構造審議会報告書資料 ３



世界一のサービス品質がグローバルに認知される

ＩＳＯ９００２，ＳＬＡなどが品質保証のグローバル基準ＩＳＯ９００２，ＳＬＡなどが品質保証のグローバル基準

実際のサービスにおける品質は顧客満足度との相関実際のサービスにおける品質は顧客満足度との相関

我が国のサービス品質は世界一と言われるが、可視化されていない。我が国のサービス品質は世界一と言われるが、可視化されていない。

○ 開通に至るまでの事業者とお客様とのコミュニケーションの質
特に無償範囲でのサポート内容

○ トラブル時の事業者とお客様とのコミュニケーションの質

○ 「海外キャリア、ＳＩｅｒで現在に至るまで、日本で成功した企業はない」
と言われるのもその証か？

○ 一方で、お客様がその品質に慣れっこになっている

我が国の実体サービス品質を「見える化」し、日本の品質をグローバルに発信！我が国の実体サービス品質を「見える化」し、日本の品質をグローバルに発信！

サービスインフラの強化

４



我が国の主要ベンダー、キャリアが、グローバルに
ビジョン発信を行い、技術・商品開発力もNO.1である

日本の主要ベンダー、キャリアのトップが、どうしてグローバルにビジョン発信できないのだろう？
技術力だけを見れば、むしろ日本のほうが進んでいるのに！

日本のトップ自らが、
「自社の技術、商品、サービスを持って、社会をこう変えてゆきたい」

とのメッセージをグローバルに発信しよう！

日本のトップ自らが、
「自社の技術、商品、サービスを持って、社会をこう変えてゆきたい」

とのメッセージをグローバルに発信しよう！

①

我が国の施策実行においても、トップリーダーのもと、
産学官ベクトルを合わせて展開できるプロモーションスタイルを採ってみよう！

我が国の施策実行においても、トップリーダーのもと、
産学官ベクトルを合わせて展開できるプロモーションスタイルを採ってみよう！

②

（例）

目標、ビジョンを持ち、ベクトルを合わせ、
我が国のICT関連研究者の母集団を強化しよう！

目標、ビジョンを持ち、ベクトルを合わせ、
我が国のICT関連研究者の母集団を強化しよう！

③

グローバルビジネス
拡大への基礎固め

ICTICTマインドの醸成・高揚マインドの醸成・高揚

５
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ベンチャー企業が思いっきり技術、商品、サービス開発ができ、
グローバルにビジネス展開ができる

ベンチャー企業の創出・成長に関する研究会
（経済産業省）

我が国のＶＣの資金力は欧米と比較し非常に小さい

その結果、技術開発、商品開発に十分投資できないま
ま、つぶれてゆく企業も多い。
また、グローバルなビジネス展開も、投資規模と、
人材の能力から挑戦できない企業がほとんどである。

VC業界のグローバル化も遅れている

グローバル経営、グローバル展開の
能力保持者の活躍の場形成

グローバル経営、グローバル展開の
能力保持者の活躍の場形成

投資家、ＶＣの意識改革も含め、
能力の高いベンチャー企業には

徹底して相応の投資を！

投資家、ＶＣの意識改革も含め、
能力の高いベンチャー企業には

徹底して相応の投資を！

グローバルビジネス
拡大への基礎固め

６



多くのプレイヤーが多様なサービスを構築し競い合う

プラットフォーム機能のオープン化プラットフォーム機能のオープン化

民間企業の活性化

７

○ 他国に先んじて、早期に多くのプレーヤによって、多様な新サービスを具体化し、実質的に国際標準をリードする

○ そのためには、特にプラットフォーム機能のオープン化が重要であり、キャリアの能動的アクションを期待したい。

○ 場合によっては、インフラとサービスの構造的分離も再考の価値ありとの考え方

ICTICTマ
インドの

醸成・高揚

マインドの
醸成・高揚



地域産業、地場企業が元気（1/2)

１．自社商品、技術などネットを通じて展開してみたい
けど、技術もノウハウも、そしてお金もないな。

２．業界毎に構築されている電子商取引に参加した
いけれども、技術力もお金もないな。

３．若手労働力がどんどん首都圏に行ってしまい、
地元での雇用創出ができないままの状態だな。

４．紙媒体や、個人の頭の中に、非常に優れたコンテ
ンツがあるのに、それをネットに発信する能力も
お金もないな。

５．行政サービスの高度化は、徐々にではあるが進
んでいるけど、地域の企業活動が活性化しない
ことには、発展しないよね。

６．サービス提供事業者としては、特定地域では市場
が小さいし、新サービスへの投資はなかなか難し
いな。

地場企業の現状

市場性（顧客の期待） ： 共同センター化構想
（１）商品サービスのグローバルへの情報発信

・企業によるB2Cビジネスの展開支援

・英語でのサイト構築、コンテンツ制作
・輸出入業務サービスなど

（２）共同での電子商取引基盤サービス
・EDIサービス
・クラウドコンピューティング、SaaSなど

（３）首都圏からのソフトウエア開発受託センター
（４）地域コンテンツの制作、共有化とサービス化

・アーカイブ化
（５）地域SNS支援

（６）顧客が自力で、コンテンツや情報をアップデート
できるシステム

（７）顧客間で情報交流、取引ができる機能

事業者主体のサービス構想

民間企業の活性化

８



地域産業、地場企業が元気（2/2)

WBIC(Main)

WBIC(Sub)
① WBICを全国に最低2拠点構築、運営する会社を、

全国の事業者が共同出資する形態で設立する。
② その際、行政側には、なんらかの優遇措置を

お願いする。
③ 各事業者は、WBICのサービスを、担当する

地域内にて拡販することで収支バランスを確保
する努力を行う。

考え方

１．地域におけるニーズ（市場）を確認し、そのニーズに
合ったサービスを創造する。

２．当面、地域経済が飛躍的に拡大することは望めな
いことから、まずは、ニーズを満たすと考えられる
サービスに投資を行い、近い将来の地域活性化
実現の結果として、事業者にもメリットがリターン
される展開としてとらえる。

３．その際、一地域における小エリアでの投資では、
投資対効果の面でリスクが大きいことから、全国の
事業者が共同でサービスを構築し、各事業者あたり
の投資コストを軽減するとともに、事業リスクも
軽減させる。

設立形態例

今後の展開案

全国地場企業のコンテンツ、
アプリケーションをサービスする
共同センター

共同センター（WBIC)イメージ

一般消費者

取引先企業

インターネットなど

１．協会の会員が協力し、各地域での市場確認、ニーズ
掘り起こしの活動（FS活動）を行い、事業化の検討を行う。

２．事業化の目処が立った段階で、具体的活動を開始する。

WBIC: Web Business Incubation Center（仮称）構想

９

民間企業の活性化



公的インフラの強化

行政は、ICT分野での高度で、
強力な総合的施策立案機能を保有している

公的インフラの強化

我が国として
全体最適な公的システムが構築、運用されている

縦割り行政からの脱皮！

各産業界、分野に共通したインフラに成長
コンピュータ、通信、放送の融合

データセンター、セキュリティなど含め、BCPがキーワード

国レベルの全体最適化へ

行政、自治体システムの国レベルでの統合化、効率化を目指す。
システム、ネットワーク、データセンターの共有によるサービス化

（SaaS化、クラウドコンピューティング化など）
民間システムとの連携が容易に

１０



明るく元気の出るICT社会実現に向けたビジョン提言

行政は、ICT分野での高度で、

強力な総合的施策立案機能を
保有している

行政は、ICT分野での高度で、

強力な総合的施策立案機能を
保有している

○ 縦割り行政からの脱皮

多くのプレイヤーが多様なサービ
スを構築し競い合う

多くのプレイヤーが多様なサービ
スを構築し競い合う

○ ネットワークのオープン化推進
○ インフラとサービスの構造分離

地域産業、地場企業が元気地域産業、地場企業が元気

○ ICT活用によるビジネス拡大支援

我が国として
全体最適な公的システムが

構築、運用されている

我が国として
全体最適な公的システムが

構築、運用されている

○ 国レベルの全体最適化

公的インフラの強化

民間企業の活性化

しっかりした業界インフラと風土作りが大切である。
（ICTマインドの醸成と高揚）

しっかりした業界インフラと風土作りが大切である。
（ICTマインドの醸成と高揚）

ベンチャー企業が思いっきり技術、
商品、サービス開発ができ、

グローバルにビジネス展開ができる

ベンチャー企業が思いっきり技術、
商品、サービス開発ができ、

グローバルにビジネス展開ができる

○ グローバル経営の能力保持者の
活躍の場形成

○ 投資家、VCの改革

グローバルビジネス
拡大への基礎固め

我が国の主要ベンダー、キャリアが、
グローバルにビジョン発信を行い、
技術・商品開発力もNO.1である

我が国の主要ベンダー、キャリアが、
グローバルにビジョン発信を行い、
技術・商品開発力もNO.1である

○ グローバルにトップ自らビジョンを
発信しビジネスを具体化する力

技術者がいきいきと働ける業界
である

技術者がいきいきと働ける業界
である

○ 3K/7Kイメージの払拭

○ 運用技術者の雇用促進

世界一のサービス品質が
グローバルに認知される

世界一のサービス品質が
グローバルに認知される

○ サービス品質、顧客満足度の
「見える化」、「可視化」

１１

サービスインフラの強化


